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[アヲセス]・JR尊海線の甲南駅下車。
矢川神社まで北へ約500m。

柚川の水運

矢川神社・矢川津
甲賀市甲南町森尻

参道から矢川神社をのぞむ

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
(関童文献/関車施耳目

古代から甲賀の地域支配の拠点として、また物

流の集積地として重要な役割を果たしていたのが

、柚川の水運と矢川津である。

川の名前となっている 「柚」は、この一帯が古

代より木曽の山林にも劣らないほどの樹木が広が

っており、古代にはこの木材を平城京や東大寺な

どに供給する柏山として利用されていた事に由来

寸る。切り出された木材は、 「甲賀山作所」役所

を経て、現在の甲南町矢川橋付近の川辺にあった

とされる 「矢川津」と呼ばれる川津に運ばれ、そ

こから川伝いに琵琶湖に一旦流され、後に瀬田川

を下らせて奈良へと運ばれていったのである。

山から川、 J11から湖、そして再び湖から川へ。

まさに近江水の主にふさわしい情景である。.滋賀県 『滋賀県指定有形文化財 矢川御社後門
保存修理工事報告書』 平成19年
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